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Ⅲ．有機農業･自然農法水稲栽培 2018 

１．良食味米を生産する健全な水稲栽培 

１）求められる有機農業・自然農法 

（１）肥料・農薬に依存しない栽培時期（適期・適作）の選択。地力発現をうまく使う 

有機農業・自然農法にとりくむ生産者には、「農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低

減した農業生産の方法（有機農業の推進に関する法律第二条（定義））」が求められています。有

機農業は安全性もさることながら環境負荷低減が期待されています。有機農業推進法の基本理念

でも、「自然循環機能を大きく増進し、かつ、農業生産に由来する環境への負荷を低減する（有機

農業の推進に関する法律第三条（基本理念））」ものと説明されています。 

生育に不適な条件下で育てようとした場合には、農薬や化学肥料をより多く使う必要があり、無

農薬・無化学肥料では健康に育てることはできません。健全な栽培が可能となる条件は、光・温

度・水分・栄養など多岐にわたります。一言でいえば、人間の都合ではなく、自然の気候風土に合

わせて、その自然風土を最大限に活かして、水稲が育ちやすい最適な条件が揃う時期を選んで

栽培する必要があります。 

地域・圃場環境や条件に応じて、適正な栽培時期とそれに合った品種を選択することで、農薬

や化学肥料に頼らない有機農業・自然農法水稲栽培は容易になります。水稲の作付時期は早い

順に、早期・早植・普通期・晩植・晩期と呼ばれます。長い経験の上で、各県でそれぞれ栽培時期

とそれに向いた品種や施肥法が決められています。その意味では、風土や立地条件に合った普

通期から晩植は有機農業・自然農法に向いていますが、注意しなければならないのは、現在の栽

培時期は化学肥料と除草剤などの農薬を前提とした生育反応を基準にして拡がっていることです。 

早植えにするほど、寒い地域に行くほど、低温により地力の発現が遅く、化学肥料がなければ

分げつがすすみにくくなります。また雑草の発芽はばらつき、何回も除草を行う必要があります。

早播きは育苗が難しく、地力の低い水田ではでできるだけ遅く植えたり、生育量が不足する場合

には栽植密度を高める対応が必要になります（表Ⅲ－1）。 

また立地環境が平地か山間地か、南下

りか北下りか、盆地か台地かといった違い

でも、水温や日照条件が変わるので、そこ

に適合させた作期が必要となります。標高

が 100m 上がると 0.6℃気温が下がり、中

山間地は日照時間も短くなります。山の谷

間に霜の道ができたり、冷気だまりができ

たりして、凍霜害が頻出することもありま

す。地形の違いでおこるさまざまな気象災

害の起こりやすさは、森林の樹木の種類や

育ち方などから伺うこともできます。栽培時

期と同様に生育初期の低温と日照不足に

注意が必要です（図Ⅲ－1）。 

【参考資料】 『三澤勝衛『風土産業』を読む』 

         志村明善2016あざみ書房 図Ⅲ－1 水稲の作期策定の考え方（坪井1974） 
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表Ⅲ－1 各作期での栽培の注意点 

 早期栽培 早植栽培 晩植栽培 晩期栽培 

品種 地域の奨励品種で作期にあったものを選択 

早晩性 

早生品種を選択 できれば中生か中晩生を選択 

湿田等は適正な秋処理のため中生品種を選択 

田植えが遅いほど、ま

た湿田等は適正な秋

処理のために早生品

種を選択 

草型 穂重型か扁穂重型もしくは中間 

育苗 
生育最低温度と昼夜の温度格差（15℃以上）に

注意、夜間の保温と昼間の換気を丁寧に行う 

過乾燥にしない 

高水温に注意し、水分過多で徒長させない 

田植え 
活着最低温度に注意し、暖かい日に移植 中成苗を定植 極端な遅植えは、活着

が悪いので若苗定植 

栽植密度 

茎数確保のため普通期より株間を狭めたり、植

付本数を増やし、栽植密度を上げる 

普通期と同じ栽植密度

か密度を下げる 

茎数を確保するため

普通期より栽植密度を

上げる 

水管理 

水が冷たく回し水や溜水管理など保温に努める 

初期は保温のため深水 

雑草の問題が無ければ浅水で分げつ促進と徒

長防止 

植え痛み防止で活着まで深水、その後は予測さ

れる雑草に合わせて管理 

浅水で分げつ促進 

収穫が遅くなるため、秋処理を考えてしっかりと

した中干しを検討 

除草 
雑草の発芽がばらつくため、除草後に発芽する

雑草がある前提で、何回か除草に入る 

雑草の発芽は揃いやすいが、生育も早いため、

適期除草に努める 

病虫害 日照不足、低温による病虫害に注意 窒素過多による病虫害注意 

出穂期 

成熟期 

高温障害に注意 安全出穂期晩限と収穫後の秋処理を考慮して、

出穂期と品種を決定する。 

落水 
できる限り遅く 遅いと乾きにくくなり、秋処理に影響するため注

意 

山間地は、生育初期は早期栽培、成熟期は晩期栽培と同様の点に注意する。標高が高いほど栽培適期が短いため、

早生品種を選択する。 

 

（２）健全な水田生態系を育てる（自然循環機能の活用） 

自然循環機能を活用するには、温度とともに上昇する地力窒素発現を最大限に利用して、施肥

を節約することによって自然の循環量を増やし、肥料を買い・運び・すき込む資材費や労働費、エ

ネルギーを節約し、環境への負荷を最低限に抑えます。例えば希薄な窒素条件を補うように働く

窒素固定菌には、窒素施肥を控え生物の働きを促す炭素（糖や二酸化炭素）や水、温度を整える

必要があります。施肥窒素を優先させれば余剰となった窒素を代謝して土壌から追い出す力が働

き、地下水の硝酸態窒素汚染や、大気中の亜酸化窒素ガスを増加させる環境負荷の原因となりま

す。 

食料・農業・農村基本法第四条、農業の持続的発展では「農業の自然循環機能が維持増進され

ることにより、その持続的な発展が図られなければならない。」とされて、農業において自然循環

機能を活かすことは、つまり、農地生態系の力を育み、能力を発揮させることと同義であり、有限の

エネルギーを効率よく節約し、より持続的な発展のために、水稲栽培では以下の２つが重要な鍵

を握ります。 

①生産に関与する水系を含む広範囲の生態系を視野に入れた地力維持増進（育土） 

②代かき田植えを目標にして、適正な稲わら処理を行う温度と養水分を管理する育土 
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①雑草を役草にする 

水田ではどんな種類の雑草が多く生えているのでしょうか。雑草は種類によって好む環境が違

います。例えば、いろいろな雑草が生えている水田は、田面が均平でないなどムラがあって整然

としない環境ができあがっています。機械除草効果もあまり期待できず、水稲生育も均一になりま

せん。そんな水田では基本的な管理を見直して、田面の均平化や強固な畦作りなど水田基盤環

境の充実を目指します。 

水田雑草は土の状態を示してくれる目安となり役に立つ草（役草）です。水稲よりも旺盛に生育

するなら、その水田の緑肥として有望です。雑草が生えてくること自体が憂鬱で、そんな見方はな

かなかできないと思いますが、少し肯定的に捉え、なぜ水稲の元気がなくて、雑草は元気が良い

のか考えてみたいと思います。 

水田土壌の栄養供給能や水持ち、生物活性によって優先する水田雑草は異なります。例えば、

化学肥料の肥効が残り、田面が固く、保水性が劣り、肥沃でない水田には、ヒエが多く発生します。

そこで堆肥や有機肥料を多めに還していくと田が柔らかくなり、深く水を貯めるように畦をなおし、

地力が高まって土壌が肥沃になるうちに化学肥料の肥効は無くなって、湿性雑草であるヒエが

徐々に温和しくなっていきます。その仕組みが判らないうちは、ヒエの強さやしぶとさに驚いて除

草剤に頼りたくなります。ヒエが元気な田んぼの特徴が「有機的な痩せ土」や「漏水田」です。 

逆に有機肥料を主体にして水稲のわらやもみ殻、米ぬかなどを増やして、有機栄養が豊富な

状態で、深水を維持し代かきを徹底して田を柔らかくすると、有機農業でもっとも人気のあるコナギ

主体の水田に変わっていきます。コナギは稲わらやもみ殻、米ぬかによって発芽が刺激され、代

かきによって斉一に発生する性質をもっています。 

化学肥料から有機肥料に変えて、水管理を徹底していくうちに、「酸化型」のヒエから、酸化還元

をくり返す型のホタルイに変わり、さらに過剰代かきで「還元型」のコナギへと変わっていきます。さ

らに湿田化が進み有機的な肥沃度が高まるとオモダカに変わり、部分的にでも水はけが悪すぎる

と「強還元型」のクログワイに変化します（図Ⅲ－10）。このように水田環境に応じた優占する雑草

の種類となりますので、有機物の施用方法や水管理方法を変える目安とします。物理的にはコナ

ギからオモダカが生えやすい代かきがイネに適し、稲わらなどの未熟な有機物が水田内で腐って、

稲の生育に障害を与えることを疑う必要があります。 

コナギからオモダカが生えやすい土壌で、イネを優先して生育させるには、稲わら等の未熟な

有機物をいかにして土に戻すのかがポイントになります。 

  

   

 
 図Ⅲ－10 雑草と土壌条件 

 

図Ⅲ－11 
移植時期と除草回数が最高分げつ
期の雑草乾物重におよぼす影響 
（長野県松本市685m黒ボク土2010） 

87

2018年度 有機農業・自然農法技術交流会



Ⅳ．有機農業･自然農法野菜栽培 2018 

１．農地生態系を生かし、健康な野菜を栽培する  ························  152 

１）有機農業･自然農法野菜栽培の基本は 3つ  ··············································  152 

２）農地生態系を豊かにする小さな工夫を積み重ねる  ····································  153 

２．豊かな農地生態系を構築する、連続性のある作付け計画  ·········  156 

１）栽培品目･品種の選定  ·········································································  156 

２）土壌：耕耘と有機物の有効活用  ···························································  160 

３）環境：除草と草生・敷草栽培 ～役草･活草・・・草を役立てる・活かす  ··········  162 

４）健全育成のポイントを積み重ね、病虫害を軽減させる  ······························  165 

３．作付けまでの準備（育土）  ················································  167 

１）緑肥活用の育土と輪作  ·······································································  167 

２）有機物の活用方法 ～腐植と団粒構造をつくる  ········································  169 

３）畝立てと熟成期間  ·············································································  170 

４）鞍つき・植え穴施用 ～良好な初期生育と根張り  ·····································  170 

５）草生栽培 ～生き物の住処を意識した耕種管理  ········································  171 

６）太陽熱処理 ～有機物の熟成と抑草  ·······················································  172 

７）有機農業･自然農法におけるハウス栽培の留意点  ·····································  174 

４．農地生態系を豊かにする栽培管理  ·······································  175 

１）作付け（カボチャ栽培を例に）  ···························································  175 

２）草生帯の管理  ···················································································  176 

３）自家採種  ·························································································  180 

５．育苗 ···············································································  182 

１）自然農法において育苗はとても重要  ·····················································  182 

２）目標とする苗  ···················································································  182 

３）床土  ·······························································································  183 

４）苗の大きさと播種時期･準備  ································································  185 

５）育苗管理  ·························································································  186 

  

151

2018年度 有機農業・自然農法技術交流会



Ⅳ．有機農業･自然農法野菜栽培 2018 

１．農地生態系を生かし、健康な野菜を栽培する 

１）有機農業･自然農法野菜栽培の基本は 3 つ 

我々が目にする森や林、草原などの自然は、いつも同じように見えますが、植物や環境は日々

変化し、現在に至っています。刻々と変わる変化に合わせて、その環境に合う植物が育ち、やが

て枯れて、次の世代やその環境にあった別の植物が芽吹くことを繰り返し、これら植物が少しずつ

環境を変えていきます。 

生ごみや収穫残渣などを入れた堆肥場で育っている自生えのカボチャが、畑で育っているカ

ボチャより生育が良かったという経験がある方もいると思います。家庭菜園でシソを作ったら、翌年

から至るところでシソが生え、雑草を扱うようにシソを抜いた経験もあるかも知れません。これらは

不思議と虫や病気の害がないことが多いです。そこには追肥や耕耘、灌水の必要もなく育ってい

ます。 

元々は野草だった植物を我々の祖先が種を採り、栽培を続け、長い年月をかけて選抜してきた

ものですから、痩せ地に生えていた野草がルーツの野菜は痩せ地に、肥沃な土壌に生える野草

の場合は肥沃地に、保排水性にも注意しながら、野草として生えていた環境に似ているところに種

が落ちれば、自ら育つはずであり、それほど手間をかけなくても収穫できます。 

このように野菜にとって適切な条件下では特別に水や肥料を与えなくても作物は自ら育つ力が

あります。有機農業・自然農法畑作栽培のコツは「作物にとって良い環境条件を整えてから作付け

し、作物が本来持っている健康に育つ力を引き出す栽培をする」ことにあります。 

農業経営を考えながら「作物が健康に育つ条件が成立する育土（土が自ら育つことを助ける・農

地生態系制御）を行うと共に、適地･適作･適品種、省力で付加価値の高い作付け体系を整えられ

るか」が成功の鍵になります。 

有機農業・自然農法で野菜が健康に育つ基本は適地･適作･適品種です。（図Ⅳ－1） 

①適地： 栽培する野菜にとって過不足のない養分供給と根がすくすくと伸びる健康な土壌、

特定の病虫害の出にくい農地生態系を整える育土を行う。 

②適作： 野菜の生理に適した日照や温度、水分を確保しやすい時期（旬）の栽培 

③適品種： 栽培する野菜の自家採種など品種自体が圃場に合って遺伝的にたくましく、作期に

合う適正な品種を選択。 

はじめからこれら全ての条件が揃うわけではない場合が多く、栽培を行いながら調整します。実

際にどのようにするかは、土地条件や栽培作物によって千差万別となることは必然です。 

例えば、島根県の反田氏孝之氏は、夏はソルゴー、冬はムギ類を育て輪作育土を行い、ゴボウ

を栽培します。徳島県の岡田智明氏は 40 年間、カヤや菌床、モミ殻を活用した堆肥で育土を行

い、集約的に栽培しています。二人とも有機ＪＡＳ認定農家であり、育土を意識して栽培することは

共通です。露地やハウス、規模の大小で方法は変わりますが、栽培作物に合った土壌という目標

は変わりません。最良の状態で作付けをするために、前作から準備に努めています。 

自家採種でも、購入種子でも、圃場環境や時期に合った品種を選択したいことも変わりません。 

無農薬は当然ですが、いわゆる肥料分は圃場や栽培作物の必要に応じて、農地生態系に緑肥

や堆肥等の形で土壌の有機物循環に取り込みます。植物根や有機物で腐植と団粒構造をつくり、

物理性を改善して保排水性機能を高め、肥沃度を上げて化学性を改善し、多様な生物を増やして

生物性を改善します。農地環境が栽培したい野菜に合うまでは無理をせず、作付けないことも選
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択肢となりなります。ある程度の条件が整ってから作付けし、除草や耕耘、灌水を適宜行い、土壌

の有機物循環系を刺激しますが、程が重要です。 

同時にこれら生き物の住処を意識した耕種管理を行い、生態系を豊かにするように草を活かし

て、病虫害も防いでいけるように、全ては理想の農地生態系構築に向かう管理を行っていくことが

重要です。 

 

図Ⅳ－1 自然農法栽培のポイント 

 

２）農地生態系を豊かにする小さな工夫を積み重ねる 

東京農業大学初代学長の横井時敬は「農学栄えて農業滅ぶ」「稲のことは稲に聞け、農業のこと

は農民に聞け」との警句を残したといわれています。岡田も自然が先生であり、各地域の篤農家に

実施して貰えば良いとしています。方法論や資材ありきではなく、これさえやっておけばという技

術論でもありません。農地生態系を豊かにする方法は、時に生産性を下げる場合もあります。「方

法論が栄えても生業として成り立たなければ意味が無い」と解釈・戒めとして、「自然のことは自然

に聞け、自然農法のことはその土地の実施者に聞け」と読み替えたいと思います。  

販売先など経営を含めて各圃場の自然に合わせることが自然農法です。各地域の実施者の情

報共有とそれぞれの自然に合う長期的または短期的解決策を組み合わせから、最善策を臨機応

変に選択して積み重ね、生産性を上げながら、豊かな農地生態系を構築し、理想の農業を行うこ

とが重要です。 

例えば、ビニールマルチを活用して保温に努める場合などは、圃場周りに緑肥や雑草を残して

天敵の越冬先を用意し、生物

多様性を維持するなどの農地

生態系に配慮する小さな工夫

の積み重ねです。 

これら小さな工夫は、地域

性もありますが、農地生態系

が整うことにより、やがては洗

練された地域特有の農業生

産体系に集約されていきま

す。 

 

 

高品質 

多収 

安定生産 

作物が健康に育つ 

適作：旬の栽培 

適地：育土（農地生態系構築） 

 
適品種 

自然農法のタネ 過不足のない養分供給 

遺伝的なたくましさ 環境ストレスの減少 

病虫害の出にくい土と環境 

図Ⅳ－2 栽培方法と農地生態系 
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Ⅴ．育土と農地生態系 

１．農地生態系と有機物   

１）農地生態系を育てる 

自然農法は「生きている土の偉大な能力を発揮させる」ことを原理としています。一般的に土

壌を中心とした生物の生育空間を土壌圏といい、農地に含まれる土壌圏と接している大気、水

圏を網羅した生物と無生物を合わせた空間を農地生態系といいます。ここでは生物を含む農地

生態系を「土」と呼び、土が自ら育つのを手助けする方法を「育土」と呼びます。生物は「土」を中

心とした循環の輪の中にあって、土が育てば作物が育ち、作物が育てば人が育ち、人が育てば

土が育つ。この育土の循環を、時間をかけて進めることによって、生態系の健全性は保たれ、生

命の循環から適正な活力が生み出されます。 

例えば、自然農法の「自然」という言葉に豊かな恵みをもたらすイメージを持ち、風に揺られる

大草原やそこに生える低木林、あるいは鬱蒼と茂る森林を連想される方もいれば、厳しいイメー

ジで植生の少ない沙漠や険しい山肌を連想される方もいます。それぞれの生まれ育った環境・

風土でイメージは異なってきますが、自然農法の農地で再現したい自然は前者です。 

自然は、人の手が加わらなくても裸地→地衣類・コケ植物→草原→低木林→陽樹林→混交

林→陰樹林へと植生遷移が起こり、自然条件に合った極相で維持されます（図Ｖ－1）。日本で

は陰樹林（森林）が主な極相となります。 

森林のイメージは生物活性の高さより多様性による安定感であり、養分や炭素貯留量が安定

して維持できている状態とも言えます。人類はこれらを焼き畑として古来より利用し、やがて森林

を開墾して農地を作ってきました。こ

の森林も、細かく見れば若木が光合

成によりどんどん生長する「建設相」、

生長して光合成と植物体維持のバラ

ンスがとれている「成熟相」、枯死が始

まっている「衰退相」などの状態がモ

ザイク状に混在し、それぞれの相に多

種多様な生物が育まれています。全

体としては安定して静的にみえる森林

も、実は動的平衡状態といえます。 

この森林をイメージして人間（農家）

が手助けして高い炭素貯留量状態に

して農地を維持できるように、風土に

合わせて農地内で建設相と成熟相、

衰退相を動的に循環維持管理できる

方法を模索することが自然農法の育

土のイメージといえます。具体的には

多くの先達は、自然を観察し落葉堆肥

や敷草を活用して、森林をはぐくむよ

うな力のある土を農地に再現する努力

を積み重ねてきました。人間は自然の

土そのものをつくることはできません

図Ⅴ－1 植生遷移と農地生態系 
「有機農業をはじめよう！土づくり編」より 
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が、植物の再生産能力を活かすことはできます。植物をよく観察すると、落葉や果肉などを通し

て自ら土に養分を返す、すなわち施肥を行い、地表面の生物相を活性化させています。その結

果として森林のような土が育ち、維持できるように手助けします。また、これらは同時に農地の中

で多種多様な生き物をはぐくむことになります。 

緑肥活用や部分耕、不耕起、リレー栽培などを取り入れ、農地の中に生息する天敵や害虫、

ただの虫も含めたすべての生物達と、それを取り巻く環境とを包括した全体（農地生態系）を充

実させながら、作物生産をあげていくように制御することが育土であると考えます。自然農法を長

年継続してきた農地では、農家や作物、雑草を含む多種多様な生き物が持ちつ持たれつのお

陰様の関係（「勿体」の状態）となり、害虫はいても結果的に虫害は少なく、気にならないという農

家も多くいます。 

ここでいう生態系とは、一定の場所にすむ全生物とその環境を、物質循環とエネルギーの流

れに着目して 1つのまとまりとして捉えたものです。ある海域でラッコが絶滅の危機になった時、

ラッコのエサであったウニ個体数が激増し、多くの生き物を育んでいたジャイアントケルプを食い

荒らしたため、その海域の多くの生物の密度が激減しました。生態学者のロバート・トリート・ペイ

ンは、この場合のラッコのように、比較的少ない生物量でありながらも、無くなることによって、生

態系へ大きな影響を与える生物種を、要石（Keystone）という意味でキーストーン種（Keystone 

species）と呼んでいます。 

キーストーン種はいろいろなタイプや分け方がありますが、農地生態系ではどうでしょうか。生

態系に大きな影響を与える生物種であっても、量が多い優占種はキーストーン種とはみなされ

ないという考え方もあるので、栽培作物はキーストーン種とは言えないかもしれません。少ない

生物量で多大な影響を及ぼすのはなんといっても人間（農家）であると思います。我々も農地生

態系の一部であり、良くも悪くも、農地での行動が多種多様な生き物に多大な影響を及ぼすこと

を受けいれて、謙虚さを持ち続けたいものです。 

一般的に土づくりとは、土壌の３性（物理性･化学性･生物性）の改善を意味しますが、どちらか

というと、機械作業等による物理性改善と化学肥料による化学性の改善が主体となっています。

自然農法の育土は、自然に備わる力を最大限に発揮することであり、生物性の改善が基本とな

ります。土壌だけでなく多種多様な生き物をはぐくむ農地生態系を意識した上で、物理性や化

学性を考慮し、健康な農地生態系を育てる・制御することが重要と考えます（図Ⅴ－2）。 

 

 
図Ⅴ－2 育土（生態系制御技術）のイメージ 
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Ⅶ．自然農法を理解するための深掘りキーワード解説 

１．自然農法 

自然農法センターは、有機農業推進法下の農業研究・普及機関として、自然農法を方法論的

には有機農業の一形態として捉えて、有機農業者であれば誰もが目指したくなるような、優れて

理想的な状態を達成する農法を自然農法とよんで研究を継続している。その目標の姿を簡潔に

示すならば、福岡正信（1983）の示した、「不耕起、無肥料、無農薬、無除草」の四大原則がマッ

チするかもしれない。ただ、その意味は当時の福岡の意図した言葉より、多少とも明解な証拠を

揃えて現実的な姿を説明することができる。無は何もしないということばではなく、最適化という

言葉で表してみる。 

 

１）有機農業・自然農法の位置づけ 

有機（Organic）農業は生命・機作を活かす（機有）農業であり、自然（NATURE）農法は自ず

と然かり（自然）となる農法である。両者とも西洋と東洋文明の交点 有形と無形の技術の最適化

である。現行法では自然農法は有機農業の一部または同等と見なされている。有機農業は化学

物質を排除することに固執し、有機肥料などの化学肥料代替物を積極的に利用すると考える人

が多く、自然農法は自然を重視するあまり、人為的な手を加えない放任栽培が正しいと考える人

が多いが、それぞれの名称から連想される誤解である。 

自然農法を行う事で人類の最大幸福を得ることに目的がある。岡田茂吉（1882－1955）の表

現では、人類の最大幸福は、病気・貧乏・争いの無い世界の構築に基づくもので、その達成方

法として自然農法があり、我々人類が目指すべき哲学や生き方として矛盾しない自然農法の理

解が必要になる。自然農法による人類幸福追求を目的とするなら、手段を優先させるべきではな

い。多様な生きものが共生する生物によって支えられている。その統合体が持つ生命力を活か

し、共生系における協調的解決を図ることを

優先して、問題解決方法の重要性に注目す

べきである。  

自然農法は有機農業のひとつの目標を提

示する。病気・貧乏・争いの無い世界、戦争

的解決策とは別の解決策を目指す。それが、

自然農法の育土である。土壌というタダの原

材料・太陽や雨と言ったエネルギーを生産に

変換する贈与の経済を基本とし、恩返しでは

なく次世代へ恩を送る農法である。 

 

２）無肥料（無≒最適化） 

近年、自然農法にもいろいろな流派が存在するが、人類救済を目指した岡田の自然農法に

は、本質的な有益性があると我々は考えている。我々が研究を進めてきた岡田の説く「自然を尊

重し、自然を規範とし、自然に順応する」ことにより「土の偉力を発揮させる」という、土を主役とす

図Ⅶ－1 自然農法のキーワード 
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る農業に対する思想・哲学には実効性がある。無肥料栽培は、自然農法を正しく理解するため

のキーワードである。無肥料栽培は肥料が無い栽培という意味であり、現代の科学で解釈する

時に誤解を招く言葉となっている。ここでは「無肥料栽培」の現代的翻訳を意図し、研究成果に

基づく説明を試みてみよう。 

いうまでもなく、岡田が著した「無肥料栽培」は科学的な論文ではない（自然農法誌73号p.48

～50）。岡田は人為的肥料がもたらす問題を「肥毒」と総称して、自然堆肥の使用を奨励し、有

機・無機肥料を問わず、肥料毒を禁忌し肥料に依存した栽培を改めさせようと繰り返し努力した。

この場合、有機ＪＡＳに適合する肥料も例外ではなく、肥料の毒の有無が問題となる。肥料の毒と

して挙げているのは、肥料が病原菌や害虫の餌となり被害を増大させ、さらに少ない施肥によっ

て最初は早く育つものが、次第に不足を生じ施肥量の増大を引き起こすこと等である。肥料が作

る過剰栄養（高栄養）条件が、生物を含めた土壌（生態系）の力を弱め、肥料使用（高栄養状態）

を継続する事によって、作物（遺伝子）や土壌（生態系）が力を失う（肥料依存となる）こと、肥料

依存は習慣化（中毒化）すること等を警告した。 

一方、岡田の言う無肥料栽培は無栄養ではなく、「土自体の栄養を吸収させる」「堆肥だけで

画期的な成果が挙がる」農法である。「堆肥は大いに使う」ので、無肥料栽培から自然農法に名

称を変更したのであり、栄養を肥料で補うことが問題で堆肥は肥料分がないとさえ言い切ること

があった。つまり、作物を育てるのは土が供給する地力であり、肥料ではないと強調することが

「無肥料栽培」の主眼であった。その理屈の延長上で、自然農法センターでは、堆肥や緑肥、発

酵有機肥料（ボカシ）等の施用の効果を、主役である「土」の能力を引き出して土の肥沃度を高

めることで、作物の健全性が高まり病虫害が軽減できるという結論を得ている。土の状態により、

堆肥も有機肥料も効果は変わり、使わないことで生産力が高まる場合がある。 

 

３）無農薬（脱除草剤・殺菌剤・殺虫剤）・無除草・不耕起（耕耘だけが農業ではない） 

自然農法では農薬を使わない。良土になれば農薬を使う必要がないことを目標とするといっ

ても良い。この場合、漢方でも有機合成でも、薬剤に依存しないことが目標となる。病虫害が発

生せずに作物が健康であれば、あるいは雑草害が発生せず草取りに追われず楽しく働ければ、

そもそも農薬は必要ない。食べ物を食べることは自然であり、薬を食べることは不自然だ。食物

を摂り排せつし、汗を流して生活するという行為が、楽しみながら人を健康にする要因となる。作

物もその能力を生かし健康に育ち、農地もその能力を発揮して健全な状態を維持すれば、農地

に農薬は必要なくなる。そういう理想が実現することが自然農法としての条件である。 

除草と抑草は似ているが、除草は生えた雑草を除去、取り除くことであり、抑草とは雑草が発

生しにくく生長しにくくすることで草を見ず草を取る除草しない除草技術である。植え付け初期の

雑草は収量を低下し減収という結果を招く。時には収穫物を汚染し、混入物として品質低下を来

す。有機栽培は雑草との闘いとよく言われるが、雑草と作物の陣取り合戦がある間は、種まき、

植え付けの時が天下分け目の関ヶ原となる。その重要な決戦の後に、生えてくる雑草の量が雑

草重量群落比であり、雑草学会の英語表記ではWeed Amount Ratio となる。単語の頭文字を

とって略してWAR。つまり戦争である。 

耕耘（こううん）という二文字には、耕すことと耘る（くさぎる）ことの意味が含まれている。すなわ

ち、耕耘は耕起と除草がセットになった自然農法の除草技術の要である。しかし耕耘直後にあち

こちに有機物が混ぜ合わされてまばらな状態ができると、有機物の分解と土壌化の異なる状況
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